
手続のオンライン化により、利用者は

いつでも、どこでも申請が可能に

モバイル端末を活用し、点検結果

を効率的に登録・共有可能に

いつでも、どこでも現場状況の

確認や施設の情報取得が可能に

台帳の電子化により、効率的な

情報共有が可能に

ネットワーク整備により、誰でも、

どこでもシステムを利用可能に

データの一元管理により、

誰でも施設情報を活用可能に
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DXを推進することで、「市民の利便性向上」「事業者の生産性向上」「職員の働き方改革」を実現し、
スマートかつ安全で持続可能な「道路」「河川」「公園」等のインフラを提供し続けます。

緑政土木局のめざす姿

本計画の

基本方針

市民サービスの向上基本方針１ 事業者の生産性向上基本方針２

職員の働き方改革基本方針３ インフラの適切な維持管理基本方針４

緑政土木局のめざす姿を実現するため、４つの基本方針にもとづき、６つの施策に取り組みます。

施策２

施策５

施策６

点検業務のデジタル化

施設管理業務のリモート化

施策３

維持管理文書のぺーパーレス化

施策４

関係者間をつなぐネットワーク整備

インフラ施設のデータ一元管理

施策１

行政手続のオンライン化


